
 
 
 
 
県政の推進につきましては，日ごろ格別の御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

処分場におきましては，施設の維持管理を実施するとともに，水質調査や硫化水素等のモニ

タリングを実施し，周辺環境への影響の有無について確認しております。 

 

１ 発生ガス等調査の結果（９月）について 

処分場内の１１ヶ所のボーリング孔等における硫化水 
素等の状況を把握するため，毎月，発生ガス等調査を実 
施しております。９月の調査結果は次のとおりでした。 
（１）調査日 平成２２年９月１５日（水） 

（２）測定地点 処分場内１１地点 

（３）調査結果 

  （気圧：1013hPa） 

 
※ 表中の硫化水素等の発生ガスの濃度は，ボーリング孔の管頭下１ｍでの値です。 

  ※ 地点名７－２，７－４，Ｈ１６－１０，Ｈ１６－１１はガス抜き管です。ガス抜き管では，発生したガスを

２つの活性炭塔で吸着処理しています。処理後の硫化水素濃度は，いずれも0.2ppm未満でした。 

※ 表中で硫化水素濃度が100ppm以上の値を示した付近には多機能性覆土が設置されております。 

※ No.3及びNo.5の測定については9月17日(金)に実施しております。気圧：1004hpa 

２ 硫化水素モニタリングの結果（９月）について 

処分場内で発生した硫化水素による悪臭の影響を２４時間連続で調査しております。 

９月の調査結果は次のとおりでした。 
（１）測定期間 

   平成２２年９月１日（水）～平成２２年９月３０日（木） 

平成２２年１１月 １日 
宮   城   県 

発行：竹の内産廃処分場対策室 
電話：０２２－２１１－２６９１ 

 

村田町竹の内地区産業廃棄物最終処分場対策 

についての県からのお知らせ    １１月号 



（２）測定地点 

測定地点１ 発生ガス処理施設付近 

測定地点２ 処分場東側敷地境界 

測定地点３ 村田第二中学校 

 

 

（３）測定結果 

 
硫化水素の最大 

濃度（ppm） 

認知閾値濃度＊1 

超過回数（回） 

規制基準濃度＊2

超過回数（回） 

全測定回数＊3

（回） 

測定地点１ ０．００５ ２ ０ ８６，２８６ 

測定地点２ ０．０１０ １ ０ ８４，６０９ 

測定地点３ ０．００５ ０ ０ ８６，００１ 

＊１ 認知閾値濃度：硫化水素のにおいであることがわかる弱いにおい(0.006ppm)。 

＊２ 規制基準濃度：悪臭防止法を準用した場合に硫化水素の規制基準として示さ

れる濃度範囲のうち最も低い濃度（0.02ppm）。 

＊３ 全測定回数：機器点検等による欠測を除いた全測定回数。 

３ １１月の環境調査等について 

今月は次のとおり環境調査等を実施する予定ですので，見学を希望される方は，事前に

竹の内産廃処分場対策室あて電話でお申し込みください。なお，都合により調査日程が変

更となる場合がありますので，あらかじめ御了承願います。 

（１）環境調査 

    ・発生ガス等調査 

処分場内の１１ヶ所のボーリング孔等における硫化水素等を１１月１７日に調

査する予定です。 

    ・水質等調査（ダイオキシン類） 

      処分場や周辺の地下水などの調査を１１月２５日及び１１月２９日に調査する

予定です。 

    ・大気調査 

      処分場等の空気に含まれる硫化水素等を１１月１８日から１１月１９日に調査

する予定です。 

    ・多機能性覆土調査 

      多機能性覆土のガス捕捉能力が適切に維持されていることを１１月１０日に調

査する予定です。 

    ・浸透水噴出調査 

      過去採水時等に浸透水が噴出した観測井戸２箇所について１１月２２日に調査

する予定です。 

  （２）処分場内の点検 
処分場の維持管理として，週３回，場内の巡回点検を実施します。巡回点検では，

処分場の覆土や発生ガス処理施設等の点検を行います。 


